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「
国
民
凛
含
政
権
」

を
支
持
す
る

「
人
民
新
聞

」
９
／
２５
号
を

１０
　
■
に
や

っ
と
受
け
取
り

ま
し
た
。
接
禁
中

の
末
決
拘

留
者
は
パ
ン
フ
を
受
け
取
る

た
め

に
七
～

一
〇
日
間
か
か

り
ま
す
。

参
院
選
を
経
て
社
会
党

に

対
す
る
評
価
、
ミ

ニ
政
党
に

対
す
る
評
価
が
人
民
新
間

に

色

々
と
載

っ
て
い
ま
す
が
、

私
は
、

こ
の
号
の
和
歌
山
の

宮
森
さ
ん
の
意
見
に
賛
成
で

す
。今

回
の
参
院
選
の
大
阪
地

方
区
で
は

「
い
の
ち
‐
に
、

比

例

代

表

区

で

は
共

産

党

に
、
私
は
不
在
者
投
票
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
私
は
社
会

党
主
導

に
よ
る
社

・
公

・
民

・
社
民
連
四
党

に
よ
る

「
国

民
連
合
政
権
」
の
成
立
を
支

持
し
ま
す

。
も

っ
と
も
来
る

衆
院
選

で
は
Ｈ
共
に
投
票
し

ま
す
が
。

私
は
、

先

日
、
友
人
か
ら
南
米

ア

ル
ゼ

ン
チ
ン
で
の
日
本
語
新

聞

「
ラ
プ

ラ
タ
報
知
」
が
送

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
去
年

の

一
二
月
八
日
号

で
ち

ょ

っ
と

古

い
の
で
す
が
、
パ
ラ
パ
ラ

見
て
い
た
ら
呟
告
欄

に
次
の

よ
う
な
記
事
。

一，
一■
■
・る
か
■ヽ
１
言

＾
〓

‐
天
皇
制

の
廃
■
、
日
米
電

事
同
盟
の
破
棄
、
反
独
古

、

非
同
盟
、
自
主
、
今
人
民

の

武
装
‐．
の
我

々
の
略
線
を
降

ろ
す
訳

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（第

一
、
獄
中

の
私

に
略
線

を
勝
手
に
変
更
す
る
よ
う
な

権
限
は
あ
り
ま
せ
ん
）
。

社
公
民

の

「
連
合
政
権
‐・

は
、
も
ち
ろ
ん
安
保
容
認
、

原
発
維
持
な
ど
自
民
党
の
反

動
的
政
策
も
継
承
す

る
で
し

ょ
う
。
し
か
し
自
民
党
と
同

じ
と
く
く

つ
て
し
ま
う

こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

明
日
の
変
革
は

今
日
の

一
歩
か
ら

今
回
の
参
院
選

で
の
社
会

党
の
圧
勝
は
、
自
民
党
や
独

占
資
本

が
主

張
す

る
よ

う

に
、
社
会
党
の
非
核
護
憲
、

非
武
装
中
市
の
政
策

に
支
持

が
あ

っ
た
の
で
は
な
く
、
自

民
党

の
金
権
腐
敗

（リ
ク

ル

ー
ト
）
、
公
約
違
反

の
消
費

（募
集
）

日
本
の
農
村
花
嫁
の
希
望

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

一
資
格
＝
二
二
才
か
ら
三
二

才
ま
で
の
健
康
な
日
系
人

（混
血
を
合
む
）
。

一
日
本
往
復
の
旅
費
と
約

一

■
●

こ
十

野

Ｃ
売

春

門

顕

一
■
れ
は

‐
女
性
問
題
‐
で

は
な
く
男
性
問
題
で
あ
る
一

に
対
す
る
人
民
人
衆

の
怒
り

が
全
国
的
に
爆
発
し
た
結
果

に
よ

っ
て

い
ま
す

。
従

っ

て
、
社
会
党

に
よ
り
革
新
的

な
政
策
を
求
め
る
よ
り
は
、

ま
ず
は
消
費
税
廃
■
を
実
現

す
る
政
権
を
誕
生
さ
せ
る
よ

市
政
治
が
吉
〓
ｉ

ｔ
ｉ
崩
れ

始
あ
″
今
　
ま
ど
は
自
民
荒

〓
政

権
の
座
か
ら
０
き
ず
い

降
ろ
す

こ
と
を
第

一
に
す

べ

き

で
‐
ン
よ
う
０
右
傾
化
し
た

と
は
言
え
、
自
民
党
よ
り
は

は
る
か
に
社
会
党
の
方
・が
′

民

の
側

に
す

っ
て
い
ま
す
。

社
会
党
が

「
国
民
政
党
」
を

名
乗
る
以
―‐
は
、
天
皇
制
そ

「
連
合
政
権
」
を
　

税
強
行
、
農
業
切
り
捨

て
、

鋼
゛

♪

詳

゛

゛

♪

静

ぐ

♪
う
に
す

べ
き

で
す
。
社
会
党

　

の
も

の
に
手
を

つ
け
な
く
と

が

「
連
合

政
権

」
下

で

の
　

も
、
自
民
党
政
治

の
天
皇
元

‐
西
側

の

一
員
」
を
表
明
し

　

首
化
に
抗
し
、
国
民
主
権

の

て
も
、
そ
れ
が
軍
事
的
で
な

　

側

に
立
脚

し

て
お

り

、
安

く
政
治

、
経
済
的
な
も
の
で
　

保
、
福
祉

、
独
占
資
本

に
対

あ
る
限
り
、
現
状

の
社
会
党

　
す

る
態

度

な

ど

に
お

い
て

と
公
明
、
民
社
と
の
勢
力
関

　

も
、
自
民
党
政
治
と
較

べ
る

係
で
は
、
政
権
交
代
を
も
た

　

べ
く
も
あ
り
ま
せ
ん
。
我
々

ら
す
為
に
そ
れ
は
や
む
を
え
　

方
派
か
ら
見
て
、
あ

い
ま

い

な

い
こ
と
で
す
。　
　
　
　
　
　
で
妥
協
的

で
あ

っ
た
と
し

て

四
〇
年
間
も
続

い
た
自
民

　
も
、
自
民
党
政
治
を
終
焉
さ

ご

ご

詳

♂

゛

♪

計

許

♂

゛

♂

詳

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で

日
本
の
農
村
花
嫁
の
募
集

大
阪

・

ヶ
月
間
の
滞
在
費
は
全
額

を
村
議
会

（長
野
県
）
が

負
担
し
ま
す
。

東
京
海
外
旅
行
会
社

の
国

際
結
婚
相
談
係
が
責
任
を

持

っ
て
村
議
会
と
の
連
係

を
致
し
ま
す
。

一
写
真
持
参
の
上
、
左
記

の

所
に
御
相
談
下
さ
い
ｏ
個

人
の
秘
密
は
守
り
ま
す
。

「
村
議
会
」
か
ら
す
れ
ば
、

「
存
亡
の
危
機
‐
と
い
う
と

こ
ろ
な
の
で
し

ょ
う
が
、
ア

ジ

ア
か
ら
で
は
な
く
、
日
系

人
な
ら
さ
ほ
ど
問
題
に
も
な

ら
な

い
の
で
は
、
と
い
う
発

想

、
そ
れ
に
何
よ
り
も

「
金

で
人
を
買
う
」
と

い
う

こ
と

に
、
見
事

に
何
の
疑

い
も
持

っ
て
い
な

い
こ
と
が
如
実

に

感
じ
ら
れ
る
文
面

で
、
し
ば

し
暗
浩
た
る
気
分
に
な

っ
て

し
ま

い
ま
し
た
。

お
り
し
も
昨
年
末
は
、
竹

下
が

‐
ふ
る
さ
と
創
生

一
と

称
し

て
、
各
自
治
体

に
金
を

ば
ら
ま

い
て
い
ま
し
た
。
そ

の
金
が
、
と

い
う
の
は
十
分

考
え
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
汚

職
ま
み
れ
の
政
府

の
交
付
金

で

「
村
議
会
」
が
人
を
買
う

こ
れ
も
現
在
の
日
本

の

象
徴
で
し

ょ
う
か
。

私

の
親
は
、
人
民
新
聞
の
読

者

に
、
そ
し
て
来
月
か
ら
我

が
家

に
は
、
聖
教
新
間
が
来

ま
す
。

で
も
親

の
大
き
さ
に
、
夫

だ

に
越
え
ら
れ
な

い
く
や
し

さ
と
、
ち

ょ
っ
と
し
た
は

こ

り
を
感
じ
ま
す
。

今
後
益
々
の

御
健
闘
を茨
城

，
Ｆ

貴
社
益

々
ご
清
栄
の
由
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素

日
本

の
民
―，
主
義
確
立
と
平

和

の
た
め
に
大
衆
の
側

に
立

っ
て
論
陣
を
張

っ
て
お
ら
れ

る
事
、
現
在

の
日
本

の

マ
ス

コ
ミ
が
体
制

の
手
先

に
な

っ

て
、
さ
も
大
衆

の
味
方
ら
し

い
論
筆
を
振
る

っ
て
い
る
事

に
比

べ
て
感
謝

に
堪
え
ま
せ

ん
。
今
後
益

々
の
御
健
闘
を

期
待

い
た
し
ま
す
。

入
金

の
件
、
入
院

の
た
め

大
変

に
ご
迷
惑
を
か
け

て
ま

し
て
、
申
し
訳
無

い
と
思

っ

て
い
ま
す
。　
一
部
送
金

い
た

し
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願

い
し
ま
す
。
尚
残
金
は
都

合

つ
き
次
第
送
付

い
た
し
ま

す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
し

ま
す
。

将
来
ア
ジ
ア
の

孤
児
必
至長
野

・
Ｈ

パ
チ
ン
コ
、
社
会
党
叩
き

で
あ

き

れ

た

こ
と

の

一
つ

は
、
一■
ハ
年
間

の
植
民
地
圧

政
も
関
東
大
震
災
で
の
虐
殺

も
、
戦
時
中
の
強
制
連
行

一
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一
連
合
政
権
」
の
政
策

に
対

　

も
、
■
■
大
衆
が
そ
の
気
に

　

一”
ィ
ス
共
産
党

の

，
ル

●
ェ
　

タ
一の
連
↓

に
た

っ
た
と
し
て

し

て
民
社
党
が
社
会
党
ｕ
有

　

ム
れ
ば
、
　

変
わ
ら
な

い
‐．
　

書
記
長
は
、　
‐
人
民

に
た

「　
　
も
、
そ
れ
て
良

い
７
・は
あ
い

の
政
策

の
変
更
を
迪

る
の
が
　

，
一信
じ
ら
れ
て
‘′、
た
自
民
党

　

ア
、

歩
前
進

一
と
評
価
し
ま

　

ま
せ
ん
か
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ

大
き

な

誤

あ

で
あ

ス
¨
よ

う
　

政
権
４
（

一
て
も
ブ

ッ
倒
せ

　

し
た
。
我
々
も
ま
た

。
社
公

　

け
、
わ

霊
一労
働

Ｅ
動

‐
凛

に
、
左
派
が
、
左
派

の

‐
連

　

る
と

い
う
確
信
は
、
貴
重
な

　

民
導
合
政
権

」
の
政
策
を
，

　

〈
置

の
破
産

の
宣
告
だ
か
ら

合
政
権
‐
の
相
手

で
な
く
な

　

人
民
自
身

の
政
治
経
験

で
あ

　

持

で
き
な
く
と
も
、

「
連
合

　

で
す
。
ま
た
、
社
公
民

で
も

っ
て
い
る
社
会
党
に
政
策

の
　

わ
、
そ
の
経
験
は
必
ず
や
闘

　

政
権

」

そ

の
も

の

の
誕

生

　

政
治
が
変
わ
ら
な

い
と
す
れ

は
、
日
本

の
階
級
闘
争

に
は

　

ば
、
そ
れ

こ
そ
左
派
の
登
場

一
水
前

進

で
あ
り
、
自
民
党

　

が
、
人
員
自
身
よ

っ
て
準
備

政
権

の
引

き
ず

り
降

ろ
し

　

さ
れ
る

こ
と
に
な
る
で
し

ょ

は
、
た
と
え
　
時
的
で
あ

う
　

・つ
。
自
民
党
が
ダ

メ
で
社
公

た
と
し
て
も

、
人
民
の
歴
史

　

民
が
ダ

メ
な
ら
、
残
る
は
、

の
中

で
は
画
期
的
な

こ
と
で
　

右
か
ら
の
フ
ァ
ン
ズ

ム
の
道

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
、
人
民

の
力

に
よ
る
人
民

議
会
だ
け
の
変
化
が
本
質

　

革
命
の
道
か
に
分
か
れ
る
こ

左
傾
化

（ま
と
も

に
な
る
こ
　

い
の
質
を
高
め
、
変
革

の
う

　

的
な
変
化
を
も
た
ら
さ
な

い
　

と

に
な
る
で
し

ょ
う
。
そ
れ

と
な

の
だ
が
）
を
求
め

て
も

　

ね
り
を
生
む

こ
と
に
な
る
で
　

と
し
て
も
、　
‐
十
月
革
命
」
　

は

一
年
か
も

一
〇
年
か
も
知

意
味

の
な

い
こ
と
で
す
。
我

　

し

ょ
う
ｏ
明

日
の
変
革
は
今

　

の
為
に
は

「
二
月
革
命
」
が

　

れ
ま
せ
ん
が
　
　
。

々
は

、
我

ル

の
立
場

を

堅

　

日
の

一
歩
か
ら
で
す
。
　

　

　

必
要
で
す
。
来
た
る
衆
院
選

　
　

今
は
、
社
会
党
と

「
連
合

持

、
発
展
さ
せ
れ
ば
良

い
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
日
本

の
階
級
闘
争
史

の
　

政
権
‐
を
批
判
す
る
段
階

で

で
あ

っ
て
、
そ
の
ヒ

で
社
〈
六
　

批

判

は

土

丼

首

相

　

中

で
は
、
性
格
が
大
き
く
異
　

は
な
く

、
社
〈
電

主

導

の

党
主
導
の

‐
連
〈
晨

言

を

　

誕

生

後

に

　

　

　

　

な
る
に
し

て
も
、

ロ
ン
ア
の
　

一
連
〈
践

作

を
登
場
さ
せ

支
持
し

て
も
、
何
ら
失
う
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
一
九
〇
五
年

の
革
命
‐
に
　

る
段
階

で
は
な

い
で
し

ょ
う

の
は
あ
り
ま
せ
ん
。　
　
　
　
　
　
八

一
年
の
フ
ラ
ン
ス
大
統

　

匹
敵
す
る

こ
と
に
な
る
か
も

　

か
。
批
判
は
上
井
首
相
誕
生

こ
こ
は
ま
ず

、
自
民
党
政

　

領
選

で
社
会
党
の
ミ

ッ
テ
ラ
　

し
れ
ま
せ
ん
。　
　
　
　
　
　
　
後

で
良

い
で
は
あ
り
ま
せ
ん

権
打
倒
に
的
を
し
ば

っ
て
、　
　
ン
氏
が
当
選
し
た
時

に
、

フ
　

　

人
民
に
と

っ
て
の
前
進
は
　

か
。

♂

♂

♂

♪

ご

♂

♪

♂

゛

詳

許

詳

詳

♪

♪

詳

詳

♪

♂

さ
か

や

は
の
ぼ
せ

て
る
。
唯
物
論
よ

り
生
命
哲
学
や
―
」
と
、
お

■

い
そ
れ
以
上

は
知
ろ
う
と

し
な
か

っ
た
ん
で
す
。
そ
れ

が
、
日
曜

日
に
家

に

，
聖
教

新
聞
を
取

っ
て
く
れ
」
と
頼

み
に
来
て
、
組
織

に
し
ば
ら

れ
て
る
姿
は

つ
ら
か

っ
た
け

ど
、
Ｋ
く
ん
が

「
人
民
新
聞

と
る
，
」
と
言

っ
て
親
の
前

に
出
し

て
、
親
が

「
イ
ヤ

ヤ
ー
」
と
言

い
な
が
ら
、
新

聞
を
読
ん
で
、

「
え
え
わ
。

こ
れ
や

っ
た
ら
金
出
し

て
取

っ
て
も
え
え
わ
」
と
な

っ
て

強
制
労
働
も

レ
イ
プ
に
等
し

い
慰
安
婦
も
、
謝
罪
す
る
良

心
の
　
か
け
ら
も
見
ら
れ
な

か

っ
た

こ
と
で
あ
る
。

国
会
議
員
な
る
も
の
が
日

本

で
は
如
何
に
無
恥
、
非
人

間
的

で
あ
る
か
を
世
界
に

バ

ク

ロ
し
た
。

植
民
地
時
代

の
必
然
と
し

て
の
在

日
朝
鮮
人
に
対
す
る

差
別
攻
撃

・
指
紋
強
制
や
民

族

服

の
学

生

へ
の
暴

力

な

ど

、
文
化

国

家
と
言

え

る

か
。
中
曽
根
が

ア
メ
リ
カ
で

の
、
民
族
差
別
発
言
の
国
辱

も

、
議
員

に
は
わ

か

ら

な

い
。
将
来

ア
ジ

ア
の
孤
児
必

電
。

軽
ｏ
わ
七
賀
歳

＝

社
会
党
主
導
の
「連
含
政
権
」
准

ま
ず
実
現
し
よ
う
　
　
　
丸

岡

修

隆
|

洟 |

饂

揚

機
関
　
東

マ
豊
か
さ
と
多
様
化
の
な
か

で
労
働
運
動
は
生
き
残
れ
る

か
，

マ
反
原
発
講
座
　
　
　
　
　
　
　
１２
■
２
日

（上
）
午
後
２

‐２
月
２
日

一上
）
午
後
１
　
時
半
～
５
時
／

ユ
ニ
オ
ン
ア

時
半
～
４
時
半
／
高
本
仁
ニ
　
イ
デ

ン
テ

ィ
テ
ィ
と
働
き

郎

．
韓
国
　
反
原
発
運
動
　
方
革
命
を
考
え
る
／
大
石
和

に
触
れ
て
‐
、
山
本
知
佳
子
　
雄

（展
望
懇
世
話
人
）
、
脇

「
西
ド
イ
ツ
　
再
処
理
中

ＩＬ
　
田
怠

一

（北
摂
地
域
セ
ン
タ

後
の
状
況
」
／
全
水
道
会
館
　
―
）
、
青
木
章
之
介

（明
治

（駅
水
道
橋
）
／
５
０
０
円
　
学
院
大
）
／
市
部
労
政
会

／
主
催
、
原
子
力
資
料
情
報
　
館

（ｍ
東
急
人
井
町
）
／
主

室
盆
０３
‐
８
３
２
１
１
９
７
　
催
、
労
働
政
策

フ
ォ
ー
ラ
ム

６
、
日
本
消
費
者
連
盟
　
　
　
８
ｍ
１
２
６
４
１
２
７
３
５

／
‐２
月
７
日

（木
）
～
１２
日

（火
）
森

一
生
監
督
作
品

ン

リ
ー
ズ
／
７
０
０
円
／
１２
月

‐４
日

（木
）
～
１６

（上
）
／

自
主
製
作
映
画

フ

ェ
ス
テ
ィ

バ
ル

「
自
転
車
吐
息
」
／
前

売
１
０
０
０
円
／
連
絡
８
０

Ｏ
各
　
地

▼
名
古
屋
シ
ネ

マ
テ
ー
ク

Ｈ
月
即
日

（本
）
～
１２
月

４
日

（月
）
／
バ
イ
バ
イ
モ

ン
キ
１
／
‐２
月
６
日

（水
）

～
‐２
日

（火
）
／
バ
ラ
の
刻

印
／
以
上
前
売
１
３
０
０
円

●
関
　
西

▼
外
国
人
労
働
者
問
題
の
現

状
と
展
望

＝
月
２７
日

（月
）
午
後
６

時
～
／
１
井
金
五

（大
阪
市

立
大

・
経
済
）
／
Ｐ
Ｌ
Ｐ
会

館

（地
下
鉄

局
町
）
／
１
０

０
０
円
／
主
催
、
社
会
主
義

理
論
政
策

セ
ン
タ
１
８
船

―

▼
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
安
保
廃
葉

京
都
集
会

Ｈ
月
２７
日

（月
）
午
後
６

時
半
～
／
日
本
海
を
平
和
の

海
に
―

ア
ジ

ア
大
平
洋
民
衆

と
と
も

に
生
き
よ
う
―
集
会

後
、
円
山
公
園
ま

で
デ
モ
／

京
都
三
条
河
原
河
川
敷
／
連

絡
、
ト

マ
ホ
ー
ク
阻
止
京
都

連
絡
会
８
０
７
５
１
２
５
５

▼
天
皇
制
を
考
え
る
連
続
講

▼
愚
安
亭
遊
佐
　
百
年
語
り

‐２
月
３
日

（日
）
午
後
０

時
半
開
場
／
ひ
と
り
芝
居
／

大

阪
中

央

青

年

セ

ン

タ
ー

（ＪＲ
森

ノ
宮
）
／
前
売
１
０

０
０
円
／
主
催
、
よ

つ
葉
牛

乳
関
西
共
同
購
入
会
８
０
７

▼
冬

に
あ

っ
た
か

い
お
話

‐２
月
１０

日

（日
）
午
後
１

時
～
３
時
半
／
芝
居

「
ゴ
キ

プ
リ
版

／
ェ
ル
タ
ー
」
、
講

演

・
石
田
紀
郎

．
市
民
運
動

の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
」
、

青
木
雅
彦

「
日
本

の
反
核
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
／
一宗
大

Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
会
館
２
Ｆ
／
３
０
０
円

／
主
催

、
反
戦
ド
タ
パ
タ
会

議
８
０
７
５

▼

フ
リ
ー
ト
ー
ク
映
画
会

‐２
月
９
日

（上
）
午
前
９

時
半
～
と
午
後
６
時
～
／
ド

キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー

フ
イ
ル
ム
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